
は じ め に

唾液は様々な生理学的作用を有しており, ヒト
においてその作用が失われると, 口腔乾燥症 (ド
ライマウス) となり, 味覚異常, 口内炎, 舌痛症,
摂食障害, 発音障害など様々な症状が現れる｡ 現
在, 本邦では口腔乾燥症に悩まされる人口が!""

万人とも#"""万人とも言われ, 薬剤以外での唾液
分泌を促進する簡便な治療法が求められている｡
ラットやマウスなどのげっ歯類では暑熱暴露や
深部体温の上昇により, 蒸散性熱放散反応として
唾液の分泌が促進され, その体表面への塗布 (唾
液塗布 $%&'(%$)*+%,'-.) により熱の放散が維
持される｡ また, 他の哺乳類でも暑熱負荷時には
唾液分泌の促進と浅促呼吸 (パンティング )%-/0

'-.) の組み合わせにより, 蒸散性熱放散が維持
される#12)｡ 暑熱負荷や深部体温の上昇の繰り返し
により, 動物には暑熱馴化が成立するが, この時,

蒸散性および非蒸散性熱放散機能が亢進し, 耐暑
熱性が向上する｡ すなわち, 唾液塗布やパンティ
ングを行う動物においては, 暑熱馴化により暑熱
暴露時の唾液の分泌量が対照動物よりも著増する｡
ヒトは明確にパンティングをする動物ではないが,
近年, ヒトにおいても運動時などで体温が上昇す
るとパンティング様の過呼吸が起こることが示さ
れている3)｡ そこで, 我々は口腔乾燥症に苦しむ
ヒトにおける唾液分泌機能の亢進・維持のために,
繰り返し温熱刺激を与えることが有効である可能
性を考えてみた｡
動物では暑熱馴化により唾液腺の肥大が起こり,
これは暑熱馴化動物の唾液分泌機能の亢進のメカ
ニズムの一つとされる｡ しかし, 分子レベルを含
め唾液分泌亢進の詳細なメカニズムは未だ十分に
理解されていない｡ 唾液の分泌は自律神経系によ
り調節されているので, 暑熱馴化による唾液分泌
量の亢進は自律神経系の機能の変化 (興奮性や温
度への感受性の亢進など) による可能性がある｡
しかし, 唾液の44％以上は水であることから, 唾
液の分泌量は唾液腺組織での水の移動能に直接影
響されると考えられる｡ 脂質二重膜からなる疎水
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